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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成20年11月6日(2008.11.6)

【公開番号】特開2007-123440(P2007-123440A)
【公開日】平成19年5月17日(2007.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2007-018
【出願番号】特願2005-311648(P2005-311648)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/34     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ
   Ｃ０８Ｇ  65/34    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６９０　

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月19日(2008.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一方が透明又は半透明である一対の電極間に挾持された１または複数の有機
化合物層より構成される有機電界発光素子において、
　前記有機化合物層の少なくとも一層が、少なくとも１種の電荷輸送性ポリエステルを含
有し、
　前記有機化合物層の少なくとも一層が電子エネルギー準位の励起一重項状態から直接基
底状態への遷移により蛍光発光する発光性低分子化合物を含有し、
　該電荷輸送性ポリエステルが、下記一般式（I－1）および（I－2）で示される構造から
選択された少なくとも１種を部分構造として含む繰り返し単位よりなり、且つ下記一般式
（II―１）または（II―２）で示される電荷輸送性ポリエステルであることを特徴とする
有機電界発光素子。
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【化１】

（一般式（I－1）および（I－2）中、Ａｒは置換もしくは未置換の１価の芳香族基を表し
、ｋ、l、ｍは０または１を表し、Ｔは炭素数１～６の２価の直鎖状炭化水素又は炭素数
２～１０の分枝状炭化水素を表し、Ｒ３～Ｒ６はそれぞれ独立に水素原子、アルキル基、
置換もしくは未置換のアリール基、または置換もしくは未置換のアラルキル基を表す。）

【化２】

（一般式（II―１）及び（II―２）中、Ａは上記一般式（I－１）および（I－２）で示さ
れる構造から選択された少なくとも１種を表し、Ｒは水素原子、アルキル基、置換もしく
は未置換のアリール基、または置換もしくは未置換のアラルキル基を表し、Ｙは２価アル
コール残基を表し、Ｚは２価のカルボン酸残基を表し、ＢおよびＢ’は、それぞれ独立に
基－Ｏ―（Ｙ－Ｏ）ｎ―Ｒまたは基－Ｏ―（Ｙ―Ｏ）ｎ―ＣＯ―Ｚ―ＣＯ―Ｏ―Ｒ’（Ｒ
は水素原子、アルキル基、置換もしくは未置換のアリール基、または置換もしくは未置換
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のアラルキル基を表し、Ｙは２価アルコール残基を表し、Ｚは２価のカルボン酸残基を表
し、Ｒ’はアルキル基、置換もしくは未置換のアリール基、または置換もしくは未置換の
アラルキル基を表す。）を表し、ｎは１～５の整数を表し、ｐは５～５０００の整数を表
す。）
【請求項２】
　前記有機化合物層が少なくとも発光層及び電子輸送層から構成され、前記発光層及び前
記電子輸送層の少なくとも一方が、前記一般式（I－1）および（I－2）で示される構造か
ら選択された少なくとも１種を部分構造として含む繰り返し単位よりなる電荷輸送性ポリ
エステルを少なくとも１種含有し、前記発光層に前記発光性低分子化合物を含有してなる
ことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光素子。
【請求項３】
　前記有機化合物層が少なくとも正孔輸送層、発光層、及び電子輸送層から構成され、前
記正孔輸送層、前記発光層、及び前記電子輸送層の内の少なくとも一層が、前記一般式（
I－1）および（I－2）で示される構造から選択された少なくとも１種を部分構造として含
む繰り返し単位よりなる電荷輸送性ポリエステルを少なくとも１種含有し、前記発光層に
前記発光性低分子化合物を含有してなることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光
素子。
【請求項４】
　前記有機化合物層が少なくとも正孔輸送層及び発光層から構成され、前記正孔輸送層及
び前記発光層の少なくとも一方が、前記一般式（I－1）および（I－2）で示される構造か
ら選択された少なくとも１種を部分構造として含む繰り返し単位よりなる電荷輸送性ポリ
エステルを少なくとも１種含有し、前記発光層に前記発光性低分子化合物を含有してなる
ことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光素子。
【請求項５】
　前記有機化合物層が電荷輸送能を有する発光層1層のみから構成され、前記発光層が、
前記一般式（I－1）および（I－2）で示される構造から選択された少なくとも１種を部分
構造として含む繰り返し単位よりなる電荷輸送性ポリエステルを少なくとも１種含有する
と共に、前記発光性低分子化合物を含有してなることを特徴とする請求項１に記載の有機
電界発光素子。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
＜１＞　少なくとも一方が透明又は半透明である一対の電極間に挾持された１または複数
の有機化合物層より構成される有機電界発光素子において、
　前記有機化合物層の少なくとも一層が、少なくとも１種の電荷輸送性ポリエステルを含
有し、
　前記有機化合物層の少なくとも一層が電子エネルギー準位の励起一重項状態から直接基
底状態への遷移により蛍光発光する発光性低分子化合物を含有し、
該電荷輸送性ポリエステルが、下記一般式（I－1）および（I－2）で示される構造から選
択された少なくとも１種を部分構造として含む繰り返し単位よりなり、且つ下記一般式（
II―１）または（II―２）で示される電荷輸送性ポリエステルであることを特徴とする有
機電界発光素子である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１４】
（一般式（I－1）および（I－2）中、Ａｒは置換もしくは未置換の１価の芳香族基を表し
、ｋ、l、ｍは０または１を表し、Ｔは炭素数１～６の２価の直鎖状炭化水素又は炭素数
２～１０の分枝状炭化水素を表し、Ｒ３～Ｒ６はそれぞれ独立に水素原子、アルキル基、
置換もしくは未置換のアリール基、または置換もしくは未置換のアラルキル基を表す。）
【化２】

（一般式（II―１）及び（II―２）中、Ａは上記一般式（I－１）および（I－２）で示さ
れる構造から選択された少なくとも１種を表し、Ｒは水素原子、アルキル基、置換もしく
は未置換のアリール基、または置換もしくは未置換のアラルキル基を表し、Ｙは２価アル
コール残基を表し、Ｚは２価のカルボン酸残基を表し、ＢおよびＢ’は、それぞれ独立に
基－Ｏ―（Ｙ－Ｏ）ｎ―Ｒまたは基－Ｏ―（Ｙ―Ｏ）ｎ―ＣＯ―Ｚ―ＣＯ―Ｏ―Ｒ’（Ｒ
は水素原子、アルキル基、置換もしくは未置換のアリール基、または置換もしくは未置換
のアラルキル基を表し、Ｙは２価アルコール残基を表し、Ｚは２価のカルボン酸残基を表
し、Ｒ’はアルキル基、置換もしくは未置換のアリール基、または置換もしくは未置換の
アラルキル基を表す。）を表し、ｎは１～５の整数を表し、ｐは５～５０００の整数を表
す。）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
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　本発明の有機電界発光素子によれば、上記一般式（I－1）および（I－2）で示される構
造から選択された少なくとも１種を部分構造として含む繰り返し単位よりなり、且つ上記
一般式（II―１）または（II―２）で示される電荷輸送性ポリエステルは、有機電界発生
素子に好適なイオン化ポテンシャル及び電荷移動度を持ち、また、溶剤に対する良好な溶
解性を有しているため、スピンコーティング法、ディップ法等を用いて良好な薄膜（有機
化合物層）を容易に形成することが可能である。また、本発明の有機電界発光素子におい
ては、電子エネルギー準位の励起一重項状態から直接基底状態への遷移により蛍光発光す
る発光性低分子化合物を用いるため、上記電荷輸送性ポリエステルを用いることと相俟っ
て、十分に高い輝度を示し、また、駆動電流密度も小さい有機電界発光素子を提供するこ
とができる。したがって、本発明の有機電界発光素子は、十分な輝度を有し、安定性及び
耐久性に優れ、且つ大面積化が可能であり製造容易であり、前記のごとき従来法による欠
点を克服することができる、という効果が得られる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　本発明の有機電界発生素子は、少なくとも一方が透明又は半透明である一対の電極間に
挾持された１または複数の有機化合物層より構成される有機電界発光素子において、前記
有機化合物層の少なくとも一層が、少なくとも１種の電荷輸送性ポリエステルを含有し、
前記有機化合物層の少なくとも一層が電子エネルギー準位の励起一重項状態から直接基底
状態への遷移により蛍光発光する発光性低分子化合物を含有し、該電荷輸送性ポリエステ
ルが下記一般式（I－1）および（I－2）で示される構造から選択された少なくとも１種を
部分構造として含む繰り返し単位よりなり、且つ上記一般式（II―１）または（II―２）
で示される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　上記電荷輸送性ポリエステルは、有機電界発生素子に好適なイオン化ポテンシャル及び
電荷移動度を持ち、また、溶剤に対する良好な溶解性を有しているため、スピンコーティ
ング法、ディップ法等を用いて良好な薄膜（有機化合物層）を容易に形成することが可能
である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　一般式（I－1）および（I－2）で示される構造から選択された少なくとも１種を部分構
造として含む繰り返し単位よりなる電荷輸送性ポリエステルは、下記一般式（II―１）ま
たは（II―２）で示される。
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